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第５次多古町総合計画 後期基本計画　第３期多古町総合戦略
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第２章　計画の背景

　多古町は、千葉県の北東部に位置し、東西約13.6㎞南北約12.9㎞、面積は72.80㎢で県内町村の中

で２番目の広さです。北西は成田市、北東は香取市、南東は匝瑳市、横芝光町、南西は芝山町に隣接して

おり、都心へは約70㎞、千葉市へは42㎞、成田市へは17㎞の距離にあります。

　旧多古町は、昭和26年４月に香取郡東條村と合併し多古町となり、昭和29年３月には香取郡久賀

村、常磐村、中村と合併し、現在の多古町となりました。

　多古町を取り巻く社会状況は、昭和53年に成田空港の開港、昭和57年に東関東自動車道が開通し

ており、更に令和８年度までには圏央道が開通する予定です。

　町中央部を南北に流れる栗山川の流域は、低地で水田地帯が広がり多古米の産地となっています。

北部及び東部は、台地が広がり畑地帯を囲むように山林が緩傾斜面となっています。

　地名の由来の一説として、かつて海底が隆起して陸地となり、多くの湖ができたことから「多湖（多

古）」という地名になったともいわれている多古町は、栗山川の豊かな水と田園風景、丘陵地帯の色と

りどりの緑によって、自然あふれる美しい町となっています。

1. 町のすがた

東京 成田国際空港

多古町
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第２章　計画の背景

①人口に関するデータ

　人口は、平成７年の18,201人をピークとして、それ以降減少が続いており、令和２年では13,735

人となっています。人口変化率※については、平成７年以降減少が続いていましたが、令和２年では増

加しており、人口減少傾向が少し回復しています。

2. 多古町の状況

人口と人口変化率の推移

　年齢３区分別人口比率をみると、年少人口（０～14歳）、生産年齢人口（15～64歳）は平成２年以

降減少しているのに対し、老年人口（65歳以上）は増加しています。

年齢３区分別人口比率の推移

※人口変化率は各年の５年前の人口に対する変化率

20,000人

17,68317,683
18,20118,201

17,60317,603
16,95016,950

16,00216,002

14,72414,724

人口人口 変化率変化率

13,73513,735

平成2年
（1990）
平成2年
（1990）

平成7年
（1995）
平成7年
（1995）

平成12年
（2000）
平成12年
（2000）

平成17年
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平成17年
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平成22年
（2010）
平成22年
（2010）

平成27年
（2015）
平成27年
（2015）

令和2年
（2020）
令和2年
（2020）（国勢調査）（国勢調査）
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口
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口
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率
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94.4%94.4%

92.0%92.0%
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年少人口年少人口 生産年齢人口生産年齢人口 老年人口老年人口

平成2年
（1990）
平成2年
（1990）

18.7%18.7%

64.4%64.4%

16.9%16.9%
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63.0%63.0%

15.7%15.7%
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平成12年
（2000）
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平成17年
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平成17年
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27.4%27.4%
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平成22年
（2010）
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（2010）

平成27年
（2015）
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（2015）
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（2020）
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24.6%24.6%

61.0%61.0%
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33.6%33.6%
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37.4%37.4%

53.5%53.5%

9.1%9.1%

（国勢調査）（国勢調査）
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　人口ピラミッドをみると、平成２年では40代前半の団塊の世代と10代前半の団塊ジュニア世代が

多い飛行機型となっているのに対し、令和２年になると、60代後半～70代前半の団塊の世代と40代

後半の団塊ジュニア世代が多い釣鐘型に変化しています。

多古町の5歳階級別人口構造（平成2［1990］年）

95～99歳
100歳以上

90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～ 9歳
0～ 4歳男性

800人 800人
（平成2［1990］年国勢調査）

700人 700人600人 600人500人 500人400人 400人300人 300人200人 200人100人 100人0人 0人

女性

※年齢不詳人口を除く

多古町の5歳階級別人口構造（令和2［2020］年）

95～99歳
100歳以上

90～94歳
85～89歳
80～84歳
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～ 9歳
0～ 4歳

800人
（令和2［2020］年国勢調査）

700人800人 700人600人 600人500人 500人400人 400人300人 300人200人 200人100人 100人0人 0人

男性 女性

※年齢不詳人口を除く
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　出生・死亡者数についてみると、出生数を死亡者数が上回る自然減の状況が続いています。

出生・死亡者数の推移

出
生
・
死
亡
者
数

出
生
・
死
亡
者
数

自
然
増
減
数

自
然
増
減
数

（人口動態調査）
出生数 死亡数 自然増減

－181－181 －176－176
－204－204

200人

100人

0人

－100人

－200人

－300人

200人

100人

0人

－100人

－200人

－300人

5656

－217－217

－161－161 －165－165

－216－216

5151

令和元年
（2019）
令和元年
（2019）

令和2年
（2020）
令和2年
（2020）

令和3年
（2021）
令和3年
（2021）

令和4年
（2022）
令和4年
（2022）

令和5年
（2023）
令和5年
（2023）

4646 5252 5252

－227－227 －228－228
－256－256

出生数と合計特殊出生率の推移

出
生
数

出
生
数

合
計
特
殊
出
生
率

合
計
特
殊
出
生
率

※出生数(人口動態調査)
※合計特殊出生率(全国、千葉県は人口動態調査、多古町は千葉県市町村別5歳階級合計特殊出生率）

出生数 多古町 千葉県 全国

60人 1.60

1.50

1.40

1.30

1.20

1.10

1.00

0.90

50人

40人

30人

20人

10人

0人

5656

5151

4646

5252 5252

令和元年
（2019）
令和元年
（2019）

令和2年
（2020）
令和2年
（2020）

令和3年
（2021）
令和3年
（2021）

令和4年
（2022）
令和4年
（2022）

令和5年
（2023）
令和5年
（2023）

1.361.36
1.331.33

1.301.30
1.261.26

1.201.20
1.281.28

1.061.06

1.271.27

1.001.00

1.211.21

0.970.97

1.181.18

1.121.12
1.141.14

1.231.23

　合計特殊出生率についてみると、令和３年まで減少していましたが、令和４年以降は増加しており、

令和５年度では、全国や千葉県より高くなっています。
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　転入・転出者数についてみると、転出者数が転入者数を上回る社会減の状況が令和３年以降続いて

います。

転入・転出者数の推移

転
入・転
出
者
数

転
入・転
出
者
数

社
会
増
減
数

社
会
増
減
数

600人

400人

200人

0人

－200人

－400人

－600人

－800人

600人

400人

200人

0人

－200人

－400人

－600人

－800人
令和元年
（2019）
令和元年
（2019）

令和2年
（2020）
令和2年
（2020）

令和3年
（2021）
令和3年
（2021）

令和4年
（2022）
令和4年
（2022）

令和5年
（2023）
令和5年
（2023）
（住民基本台帳事務月計表）（住民基本台帳事務月計表）

転出 社会増減転入

522

4 42

－161

－518
－441

－513
－566

－506

－27 －10

483

352

539 496

　性・年齢別の転入・転出者数についてみると、20～39歳の移動が多く、特に20～29歳の男性で社

会増減数のマイナスが大きくなっています。

年齢10歳区分別 転入・転出の状況(男性)

転
入・転
出
者
数

転
入・転
出
者
数

社
会
増
減
数

社
会
増
減
数

100人
80人
60人
40人
20人
0人 0人

－20人
－40人
－60人
－80人
－100人

100人
80人
60人
40人
20人

－20人
－40人
－60人
－80人
－100人

0～9歳0～9歳 10～19歳10～19歳 20～29歳20～29歳 30～39歳30～39歳 40～49歳40～49歳 50～59歳50～59歳 60歳以上60歳以上

1212 1212

8181
7171

3030
2222 1919 1818

1144
▲8▲8 ▲16▲16 ▲15▲15

▲41▲41
▲21▲21 ▲13▲13

▲31▲31▲25▲25
▲6▲6

▲96▲96

▲4▲4

転入者数転入者数
転出者数転出者数
社会増減数社会増減数

年齢10歳区分別 転入・転出の状況(女性)

転
入・転
出
者
数

転
入・転
出
者
数

社
会
増
減
数

社
会
増
減
数

100人
80人
60人
40人
20人
0人 0人

－20人
－40人
－60人
－80人
－100人

100人

80人
60人
40人
20人

－20人
－40人
－60人
－80人
－100人

0～9歳0～9歳 10～19歳10～19歳 20～29歳20～29歳 30～39歳30～39歳 40～49歳40～49歳 50～59歳50～59歳 60歳以上60歳以上

（令和5年［2023］年住民基本台帳人口移動報告）（令和5年［2023］年住民基本台帳人口移動報告）

77
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4949

2727
1010 1515

2424

00▲1▲1 ▲5▲5 ▲7▲7 ▲4▲4 ▲6▲6▲8▲8
▲17▲17

▲56▲56

▲31▲31
▲16▲16 ▲15▲15

▲20▲20
▲44▲44

転入者数転入者数
転出者数転出者数
社会増減数社会増減数
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②世帯数に関するデータ

　世帯数は、平成２年以降増減しつつ推移しており、令和２年では5,079世帯となっています。世帯

あたりの人員は、平成２年以降一貫して減少し続けています。

世帯数と世帯あたり人員の推移

③外国人住民に関するデータ

　外国人住民数は、平成30年以降増加傾向が続いていましたが、令和４年に減少に転じ、その後は再

度増加傾向となっており、令和６年には575人となっています。

　外国人住民割合についても同様に推移し、令和６年では4.23％となっています。

外国人住民の推移

6,000世帯

5,000世帯

4,000世帯

3,000世帯

2,000世帯

1,000世帯

0世帯
平成2年
（1990）
平成2年
（1990）

平成7年
（1995）
平成7年
（1995）

平成12年
（2000）
平成12年
（2000）

平成17年
（2005）
平成17年
（2005）

平成22年
（2010）
平成22年
（2010）

平成27年
（2015）
平成27年
（2015）

令和2年
（2020）
令和2年
（2020）

（国勢調査）（国勢調査）

世帯数世帯数 世帯あたり人員世帯あたり人員
6人／世帯

5人／世帯

4人／世帯

3人／世帯

2人／世帯

1人／世帯

人／世帯

4,4224,422

4.004.00

4,8674,867

3.743.74

4,8534,853

3.633.63

5,1145,114

3.313.31

5,1455,145

3.113.11

5,0535,053

2.912.91

5,0795,079

2.702.70

25,000人

20,000人

15,000人

10,000人

5,000人

0人

5.0%

4.0%

3.0%

2.0%

1.0%

0.0%
平成30年
（2018）
平成30年
（2018）

令和元年
（2019）
令和元年
（2019）

令和2年
（2020）
令和2年
（2020）

令和3年
（2021）
令和3年
（2021）

令和4年
（2022）
令和4年
（2022）

令和5年
（2023）
令和5年
（2023）

令和6年
（2024）
令和6年
（2024）

（住民基本台帳年報  各年1月1日現在）（住民基本台帳年報  各年1月1日現在）

外国人住民割合外国人住民割合外国人外国人日本人日本人

14,53914,539 14.30214.302 14,07514,075 13,87413,874 13,59113,591 13,32813,328 13,01313,013

2.702.70 2.772.77

469469 513513 444444 485485 575575
404404 407407

3.223.22

3.573.57

3.163.16

3.513.51
4.234.23
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④産業に関するデータ

　産業３分類別就業者の構成比についてみると、第１次産業の減少がみられます。平成27年から令和

２年の変化をみると、第２次産業は増加、第３次産業は横ばいとなっています。

産業３分類別就業者構成比
0%0% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90% 100%100%10%10%

平成2年
（1990）
平成2年
（1990） 29.129.1 22.022.0 48.848.8

23.823.8 21.021.0 55.255.2

22.022.0 21.221.2 56.756.7

22.922.9 20.820.8 56.156.1

20.520.5 19.619.6 59.859.8

19.619.6 19.819.8 60.760.7

19.019.0 20.320.3 60.660.6

平成7年
（1995）
平成7年
（1995）

平成12年
（2000）
平成12年
（2000）

平成17年
（2005）
平成17年
（2005）

平成22年
（2010）
平成22年
（2010）

平成27年
（2015）
平成27年
（2015）

令和2年
（2020）
令和2年
（2020）

（国勢調査）（国勢調査）第1次産業第1次産業 第2次産業第2次産業 第3次産業第3次産業

⑤通勤・通学に関するデータ

　町外から多古町への通勤・通学者については、香取市が16.7％、匝瑳市が15.8％と多くなっていま

す。また、多古町から町外への通勤・通学者については、成田市への通勤・通学が36.6％と最も多く

なっています。

令和2（2020）年の
通勤・通学者

（町外→多古町）
計3,962人

令和2（2020）年の
通勤・通学者

（町外→多古町）
計3,962人

令和2（2020）年の
通勤・通学者

（多古町→町外）
計3,798人

令和2（2020）年の
通勤・通学者

（多古町→町外）
計3,798人

成田市
36.6%
成田市
36.6%

成田市
13.9%
成田市
13.9% 香取市

10.0%
香取市
10.0%

香取市
16.7%
香取市
16.7%

匝瑳市
8.7%
匝瑳市
8.7%

匝瑳市
15.8%
匝瑳市
15.8%

芝山町
7.6%
芝山町
7.6%

富里市
6.1%
富里市
6.1%

富里市
6.7%
富里市
6.7%

千葉市
4.4%
千葉市
4.4%

旭市
3.9%
旭市
3.9%

旭市
11.7%
旭市
11.7%

横芝光町
7.4%
横芝光町
7.4%

県内その他
17.8%
県内その他
17.8%県内その他

23.5%
県内その他
23.5%

茨城県
3.1%
茨城県
3.1%

東京都2.7%東京都2.7%

（令和2年国勢調査）（令和2年国勢調査）

県外その他2.2%県外その他2.2%東京都0.8%東京都0.8% 県外その他0.5%県外その他0.5%

県内
95.1%
県内
95.1%

県外
4.9%
県外
4.9%

県内
95.7%
県内
95.7%

県外
4.3%
県外
4.3%
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第２章　計画の背景

◆ 人口減少・少子高齢化の進行
　国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）が、令和５年に行った将来推計人口による

と、日本の将来人口は、令和２（2020）年の約1億2,615万人から令和52（2070）年には約8,700万

人となっており、50年後は現在の７割弱まで減少するものと推計されています。また、年齢３区分別

にみると、50年間で年少人口比率は11.9％から9.2％、老年人口比率は28.6％から38.7％となると

予測され、少子高齢化が今後も更に進行することが見込まれています。

　このような人口減少・少子高齢化の進行による影響は、経済・社会活動の縮小や停滞、医療や介護

等の福祉サービス需要の増加と社会保障費負担の増大、労働力人口の減少による人手不足といった、

様々な分野に及ぶことが懸念されます。

　子育て支援をはじめとする人口減少・少子高齢化対策を推進していくのと同時に、元気高齢者（自分

の技術や経験、知識等を活用して、積極的に社会活動に参画されている65歳以上の方）の活躍推進や

デジタル技術等の更なる利用等、人口構造・社会構造の変化に対応した施策の推進を図っていくこと

が求められます。

◆ デジタル化の進展と第４次産業革命※1

　ICTの発達によって、ビッグデータの集約・分析・活用による新たな経済価値が産出されており、AI

を活用した単なる情報解析だけでなく複雑な判断を伴う労働やサービスも機械による提供が可能と

なってきています。また、従来のロボット技術も更に高度な作業が可能となっているほか、3Dプリン

ターの発展により複雑な製造も可能となっています。更に、テレワークやサテライトオフィス等の取

り入れや対応も進んでいる中で、人々の働き方の変革もみられます。

　こういった第４次産業革命による飛躍的な発展が世界的に見込まれる中、国内においてもこうした

技術を産業や社会活動に取り入れ、生産効率の向上による経済的発展のほか、労働力不足等の社会的

課題の解決に向けて進んでいくことが求められます。

◆ 地域での助け合い、共助社会の必要性の増加
　制度・分野ごとの縦割りや支え手、受け手という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我

が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、町民一人ひと

りの暮らしと生きがい、安全・安心な地域をともに作っていく「地域共生社会」の実現に向け、様々な

3. 時代の潮流

※1   第４次産業革命：情報をデータ化してネットワークで自由にやり取りする「IoT」、大量のデータを収集・分析して利用
する「ビッグデータ」、機械が自ら学習する「AI」、複雑な作業も自動化を可能にする「ロボット」等を活用した技術革新
のこと。



12

第５次多古町総合計画 後期基本計画　第３期多古町総合戦略

第
１
編　

総
論

取組が進められてきています。

　しかし、地域における近所づきあいの減少や自治会など共同体機能の低下は続いており、今後もよ

り一層の共助意識の醸成に向けて取り組んでいくことが求められます。

　少子高齢化の進行、孤立死やひきこもりなどの社会的孤立、病気や貧困、虐待、ヤングケアラーなど、

複合的で多様な課題を抱える方を、行政と町民の協働によって支えていくことが重要です。

◆ 安全・安心の確保、防災・防犯への関心の高まり
　気候変動の影響による大型台風や集中豪雨による被害や、南海トラフ地震等の巨大地震への懸念と

いった自然災害に対する不安の高まりに加え、子どもや高齢者を狙った犯罪やインターネット・SNS

による被害、多くの方を巻き込む交通事故など、身の回りで発生する事件や事故への対応・対処が重要

視されており、安全・安心に対する関心が高まっています。

　また、新型コロナウイルス感染症による影響は、生命だけでなく、社会的・経済的影響も大きく、グ

ローバル化の更なる進行により、感染症のリスクは今後も予想されます。

　防災・防犯対策の拡充、被害を最小限にするための迅速な対応等、地域でこれからも安全・安心に暮

らしていくためのまちづくりが求められます。

◆ 脱炭素、持続可能なまちづくりの推進
　深刻化する気候変動や経済格差等の世界的課題の根本的な解決に向けた持続可能な開発目標であ

るSDGsに沿った取組が進められています。

　また、地球温暖化対策に向け、「パリ協定」のもと、温室効果ガスの排出削減を目指した脱炭素の取組

が世界で行われています。我が国においても「2050年までに温室効果ガスの排出を実質的にゼロに

するカーボンニュートラルを実現する」宣言がなされ、再生可能エネルギーの利用、ごみの削減や再利

用の促進、省エネルギーといった環境負荷軽減に向けた取組を進めています。

　持続可能な社会の実現に向けて、今後もより一層の循環型社会の構築、自然との共生などの取組の

推進が求められます。

◆ 地方分権の進展と行財政基盤の確立
　地方分権の進展により、自治体の果たす役割と責任の範囲が拡大しています。しかし、地域住民の

ニーズの多様化や、人口減少による税収の減少といった課題もみられ、税収の増加につながる地域産

業の活性化や雇用創出の取組、事業の選択と集中による効率的・効果的な行財政改革・運営が求めら

れます。また、単独では難しい施策などは、近隣の市町村との連携による「広域連携」の取組も求めら

れます。

　今後も、町民ニーズに合った施策の推進に向けた、効率的・効果的なまちづくりの推進が重要です。
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第２章　計画の背景

　SDGsとは、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に取り組むための「持続可能な開発目標」のこと

で、平成27年に国連において採択された「誰一人取り残されない」社会の実現に向けた17の目標を指

します。

　本計画では、政策とSDGsの関連づけを行い、SDGsを持続可能なまちづくりに向けて活用します。

4. SDGs（Sustainable Development Goals）との関連

15. 陸の豊かさも守ろう
陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、
森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の
阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図
る

10. 人や国の不平等をなくそう
国内および国家間の格差を是正する

11. 住み続けられるまちづくりを
都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可
能にする

12. つくる責任 つかう責任
持続可能な消費と生産のパターンを確保する

13. 気候変動に具体的な対策を
気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取
る

14. 海の豊かさを守ろう
海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持
続可能な形で利用する

16. 平和と公正をすべての人に
持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進
し、すべての人に司法へのアクセスを提供するととも
に、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的
な制度を構築する

17. パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活性化する

6. 安全な水とトイレを世界中に
すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理
を確保する

1. 貧困をなくそう
あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ

2. 飢餓をゼロに
飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改
善を達成するとともに、持続可能な農業を推進する

3. すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保
し、福祉を推進する

4. 質の高い教育をみんなに
すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供
し、生涯学習の機会を促進する

5. ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエ
ンパワーメントを図る

7. エネルギーをみんなに そしてクリーンに
すべての人々に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代
的なエネルギーへのアクセスを確保する

8. 働きがいも経済成長も
すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経
済成長、生産的な完全雇用およびディーセント・ワー
ク（働きがいのある人間らしい仕事）を推進する

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう
強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化
を推進するとともに、技術革新の拡大を図る
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　これからのまちづくりに向けた町民ニーズの把握や、町民からまちづくりへの提案やアイデアをい

ただくため、町民アンケート調査及び町民ワークショップを実施しました。

5. 町民ニーズの把握

町民アンケート実施概要

調査対象 多古町にお住いの16歳以上の方2,000人（無作為抽出）

調査期間 令和６年　８月下旬～９月中旬

実施方法 郵送での配布・回収
（WEBでの回答も可能：調査票にWEB回答用の二次元コードを記載）

回収状況 714票回収（回収率35.7％）

町民アンケート回答者属性

● 性別

無回答無回答

70歳以上70歳以上

60歳代60歳代

50歳代50歳代

40歳代40歳代

30歳代30歳代

20歳代20歳代

10歳代10歳代

0%0% 10%10%

1.11.1

32.532.5

22.522.5

16.916.9

11.111.1

8.08.0

5.65.6

2.22.2

20%20% 30%30% 40%40%

n=714n=714

!"#$%

0%0%

男男

女女

44.544.5

52.252.2

1.81.8

1.41.4
n=714n=714

回答しない回答しない

無回答無回答

20%20% 40%40% 60%60%

● 年齢

※各グラフの「ｎ」は、回答対象者の人数を示しています（以下同様）。

町民ワークショップ実施概要

1回目 2回目

実施日時 令和６年10月２日（水）
17：30～19：30

令和６年10月9日（水）
17：30～19：30

実施テーマ 総合戦略で示す
“数値目標の実現”に向けて

総合計画で示す
“まちの将来像の実現”に向けて

参加者 町民アンケート・広報等で応募した町民の方11人と、多古町職員15人、
千葉県立多古高等学校生徒９人、千葉県立匝瑳高等学校生徒２人の計37人
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　多古町を「暮らしやすい」と感じている方は65.7％。「愛着・魅力」を感じている方は

71.3％。将来像の「暮らしつづけたい」の実現に向けて、今後も、暮らしやすく、愛着の

感じられるまちであり続けることは重要。

多古町の暮らしやすさ（単数回答）【町民アンケート】

57.057.0
54.654.6

8.78.7
9.49.4

無回答無回答

どちらともいえないどちらともいえない

とても暮らしにくいとても暮らしにくい

どちらかといえば暮らしにくいどちらかといえば暮らしにくい

どちらかといえば暮らしやすいどちらかといえば暮らしやすい

とても暮らしやすいとても暮らしやすい

0%0% 20%20% 60%60%40%40%

16.016.0
18.518.5

4.84.8
3.53.5

12.612.6
13.113.1

1.01.0
0.90.9

R6（n=714）R6（n=714）
R1（n=796）R1（n=796）

多古町への愛着度、魅力度（単数回答）【町民アンケート】

44.044.0
41.041.0

27.327.3
29.529.5

無回答無回答

どちらともいえないどちらともいえない

愛着はない愛着はない

さほど愛着はないさほど愛着はない

どちらかというと愛着があるどちらかというと愛着がある

愛着がある愛着がある

0%0% 20%20%10%10% 50%50%40%40%30%30%

14.014.0
14.414.4

4.24.2
4.34.3

9.59.5
9.89.8

1.01.0
1.01.0

R6（n=714）R6（n=714）
R1（n=796）R1（n=796）

町民ワークショップ
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　重要度の高い項目のうち、「公共交通の利便性、アクセス向上」は満足度が低く、「子育

て支援の充実」に関しては満足度が高い。「防災・防犯」も重要度が高くなっている。

まちづくりの「満足度」「重要度」（単数回答）【町民アンケート】

①�圏央道開通や成田空港機能強化に向けた町の整備や企業
誘致の推進
②�民間事業者を活用した地域の活性化
③�多古町の知名度・愛着度向上に向けた、町の魅力発信
④�子育て支援、多古町で子育てしたいと思える環境づくり
⑤�地域に密着した福祉の推進、町民同士の支え合いの推進
⑥�健診や運動による健康づくりの推進、安心できる地域医療
体制の充実
⑦�農業の振興、新規就農者や後継者の育成、流通体制の強化
⑧�商工業の振興、創業や事業継承に向けた支援
⑨�多様な観光・交流プログラムの展開、道の駅の魅力向上
⑩�移住・定住支援の推進
⑪�自然と調和した土地利用の推進、遊休地の活用
⑫�安全で快適な通行に向けた、道路や橋梁の整備

⑬�公共交通の利便性確保、町内外へのアクセス向上
⑭�公園・緑地の整備、森林の維持による美しい景観の形成
⑮�上下水道・ごみ処理・騒音対策等の快適な住宅環境の整備
⑯�災害対策、消防・防犯対策、交通安全対策の推進
⑰�魅力ある幼児教育・学校教育の推進
⑱�生涯を通じて学べる環境の充実
⑲�郷土愛の醸成やふるさと教育の推進、青少年の健全育成支
援
⑳�地域活動やボランティアの推進による協働のまちづくり、
男女共同参画の推進
㉑�効率的で適正な行政運営の推進・デジタルの活用
㉒�健全で安定的な財政運営の推進
㉓�町単独では対応が難しい取組に関する他の自治体との協
力の推進

※�回答者のうち、「どちらともいえない」以外を回答した方の数によって、グラフのマークを色分け。
　（回答者が多い←◆�◆�◆→回答者が少ない）

Ⅱ：重要度はそれほど高くないが、
Ⅱ：満足度は高い施策群

Ⅰ：重要度が高く、
Ⅱ：満足度も高い施策群

Ⅲ：重要度はそれほど高くなく、
Ⅱ：満足度も低い施策群

Ⅳ：重要度が高いが、
Ⅱ：満足度は低い施策群

重要度
平均値

重要度

満
足
度

満足度
平均値

－0.20

－0.40

－0.60

－0.80

－1.00

0.20

0.40

0.60

0.80

0.600.60 0.800.80 1.001.00 1.201.20 1.401.40 1.601.60 1.801.80

④④

③③

⑳⑳ ⑲⑲

㉑㉑
⑱⑱

⑩⑩
⑨⑨

⑧⑧

②②
⑭⑭

⑤⑤

㉒㉒
⑮⑮

⑫⑫

⑬⑬

㉓㉓

⑦⑦

⑪⑪

⑥⑥
⑰⑰

①①
⑯⑯

0.00
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　「多古町で働きたい」割合が36.7％（「多古町で働きたいが、できない（できなかった）」

を含む）。

　多古町以外で働きたい方についても、60.0％が多古町に住みながら通勤したいと希

望している。就業支援・通勤支援の充実も重要な視点。

多古町での就業希望（単数回答）【町民アンケート】

10.510.5

26.226.2

無回答無回答

（定年等で）今後は仕事をしない（定年等で）今後は仕事をしない

どちらともいえないどちらともいえない

多古町で働きたいと思わない
（多古町以外の場所に就職・転職したい）

多古町で働きたいと思わない
（多古町以外の場所に就職・転職したい）

多古町で働きたいが、できない（できなかった）多古町で働きたいが、できない（できなかった）

多古町で働きたい（働いている）多古町で働きたい（働いている）

0%0% 10%10% 30%30%20%20%

12.612.6

21.721.7

24.124.1

4.94.9 n=714n=714

多古町外で働く場合に、住みたい場所（単数回答）【町民アンケート】

合計 多古町に住みな
がら、勤務地ま
で通勤したい

勤務地の近くや
周辺に引っ越し
たい

わからない その他 無回答

全体 165
100.0

99
60.0

48
29.1

14
8.5

3
1.8

1
0.6

性
別

男性 73
100.0

41
56.2

25
34.2

4
5.5

2
2.7

1
1.4

女性 87
100.0

55
63.2

23
26.4

9
10.3

0
0.0

0
0.0

年
代

10・20歳代 29
100.0

9
31.0

16
55.2

3
10.3

1
3.4

0
0.0

30・40歳代 60
100.0

38
63.3

17
28.3

5
8.3

0
0.0

0
0.0

50歳以上 75
100.0

52
69.3

15
20.0

6
8.0

1
1.3

1
1.3

上段：人数
下段：割合
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　町からの情報発信に満足している・町民の意見が反映されていると感じる方が

57.1％。また、まちづくりへ「協力」の気持ちを持つ方が72.7％となっている。今後も

町民の声の反映と、町民参画の推進が重要。

町からの情報発信への満足度（単数回答）【町民アンケート】

46.546.5
41.541.5

10.610.6
9.59.5

無回答無回答

どちらともいえないどちらともいえない

満足していない満足していない

さほど満足していないさほど満足していない

どちらかというと満足しているどちらかというと満足している

満足している満足している

0%0% 20%20%10%10% 50%50%40%40%30%30%

14.614.6
17.817.8

5.65.6
6.56.5

17.917.9
17.517.5

4.84.8
7.27.2

R6（n=714）R6（n=714）
R1（n=796）R1（n=796）

町政への町民の意見の反映度（単数回答）【町民アンケート】

まちづくりへの参加意思・希望（単数回答）【町民アンケート】

54.654.6
52.452.4

2.52.5
2.12.1

無回答無回答

まったく反映されていないまったく反映されていない

あまり反映されていないあまり反映されていない

ある程度は反映されているある程度は反映されている

よく反映されているよく反映されている

0%0% 20%20% 60%60%40%40%

31.931.9
32.432.4

5.75.7
5.35.3

5.25.2
7.87.8

R6（n=714）R6（n=714）
R1（n=796）R1（n=796）

46.146.1
34.934.9

10.210.2
15.315.3

その他その他

無回答無回答

協力はしたくない協力はしたくない

面白そうな企画であれば、協力したい面白そうな企画であれば、協力したい

あまり関心がないので、
地元の熱心な人にまかせたい

あまり関心がないので、
地元の熱心な人にまかせたい

自分から進んではやらないが、
依頼されれば協力する

自分から進んではやらないが、
依頼されれば協力する

自分たちのまちを住みよくするために、
自分から進んで協力したい

自分たちのまちを住みよくするために、
自分から進んで協力したい

0%0% 20%20%10%10% 50%50%40%40%30%30%

19.519.5
13.813.8

16.416.4
24.224.2

1.01.0
1.41.4

3.83.8
3.63.6

3.13.1
6.76.7

R6（n=714）R6（n=714）
R1（n=796）R1（n=796）
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　結婚支援として「住居」「雇用」への支援が求められている。また、妊娠から子育てに係

る支援としては、出産や保育に係る費用負担の軽減や子どもの医療体制の整備を求める

声が多い。

充実を期待する結婚支援策（複数回答）【町民アンケート】

14.014.0

35.235.2

安定した雇用の創出安定した雇用の創出

若い夫婦への住居支援若い夫婦への住居支援

結婚祝いなどの結婚資金の支援結婚祝いなどの結婚資金の支援

交際や結婚のノウハウを学んだり、
体験談を聞いたりする講座

交際や結婚のノウハウを学んだり、
体験談を聞いたりする講座

婚活への経済的支援婚活への経済的支援

出会いの場の創出出会いの場の創出

0%0% 20%20% 40%40% 60%60% 80%80%

5.95.9

26.326.3

47.947.9

59.959.9

無回答無回答

その他その他 3.43.4

10.410.4 n=714n=714

充実を期待する妊娠・出産・子育てへの支援策（複数回答）【町民アンケート】

43.643.6

56.756.7

安心して子どもが医療機関を受診できる体制の整備安心して子どもが医療機関を受診できる体制の整備

専業主婦（夫）など、誰でも気軽に利用できる
保育サービスの充実

専業主婦（夫）など、誰でも気軽に利用できる
保育サービスの充実

公共施設など親子が安心して集まれる身近な場、
イベントの機会創出

公共施設など親子が安心して集まれる身近な場、
イベントの機会創出

子ども連れでも出かけやすく、
楽しめる場所の増加

子ども連れでも出かけやすく、
楽しめる場所の増加

こども園（保育所や幼稚園）にかかる
費用負担の軽減

こども園（保育所や幼稚園）にかかる
費用負担の軽減

出産費用負担の軽減出産費用負担の軽減

0%0% 20%20% 40%40% 60%60%

34.234.2

21.021.0

27.927.9

47.647.6

残業時間の短縮や休暇取得など、
企業への職場環境改善の働きかけ
残業時間の短縮や休暇取得など、
企業への職場環境改善の働きかけ

不妊治療に係る負担や費用負担の軽減不妊治療に係る負担や費用負担の軽減

インターネットによる子育て支援サイトの整備インターネットによる子育て支援サイトの整備

産前産後ヘルパー制度の創設等、産前産後への支援産前産後ヘルパー制度の創設等、産前産後への支援

妊娠・出産・子育てについて学べる機会の創出妊娠・出産・子育てについて学べる機会の創出

病児・病後児保育施設の充実病児・病後児保育施設の充実

妊娠・出産・子育ての相談や情報収集ができる相談窓口妊娠・出産・子育ての相談や情報収集ができる相談窓口

仕事に就きやすくするための資格取得の補助仕事に就きやすくするための資格取得の補助

無回答無回答

その他その他

16.116.1

23.123.1

11.911.9

15.015.0

21.821.8

4.94.9

16.116.1

2.92.9

1.81.8

12.012.0 n=714n=714
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　町全体の幸福度（10点満点）は6.34点で上昇傾向。しかし、「娯楽施設がある」「やり

たい仕事を見つけやすい」「公共交通機関で移動できる」「適切な収入を得るための機会

がある」「飲食をする場所が充実している」「挑戦・成長するための機会がある」について、

低い評価。

身近に自然を感じることができる

心地のいい居場所がある
まちなか等で、心地よく歩ける場所がある

地域の雰囲気は、自分にとって心地よい
子育て支援・補助が手厚い

子どもたちがいきいきと暮らせる
自慢できる自然景観がある

適度な費用で住居を確保できる
教育環境（小中高校）が整っている

騒音に悩まされることはない
介護・福祉施設のサービスが受けやすい

行政は、地域のことを真剣に考えていると思う
行政サービスのデジタル化が進んでいる

防災対策がしっかりしている
医療機関が充実している

日常の買い物にまったく不便がない
防犯対策が整っており、治安がよい

通学しやすい場所に学校がある
公共施設は使い勝手がよく便利である

環境への取組みが盛んである
仕事や日常生活の場でデジタルサービスを利用しやすい

歩道や信号が整備されていて安心である
自慢できる都市景観がある

飲食を楽しめる場所が充実している
公共交通機関で、好きな時に好きなところへ移動ができる

楽しい時間を過ごせる娯楽施設がある

空気や水は澄んでいてきれいだと感じる

町内（集落）の人が困っていたら手助けをする
同じ町内（集落）に住む人たちを信頼している

町内（集落）に対して愛着を持っている
困ったときに相談できる人が身近にいる

地域活動への住民参加が盛んである
どんな人の意見でも受け入れる雰囲気がある

町内（集落）の人が自分をどう思っているかが気になる
女性が活躍しやすい雰囲気がある
若者が活躍しやすい雰囲気がある
見知らぬ他者であっても信頼する

将来生まれてくる世代のために、良い環境や文化を残したい
精神的に健康な状態である
身体的に健康な状態である

自分のことを好ましく感じる
文化・芸術・芸能が盛んで誇らしい
学びたいことを学べる機会がある

新たな事に挑戦・成長するための機会がある
適切な収入を得るための機会がある

やりたい仕事を見つけやすい

全くあてはまらない
あまりあてはまらない

非常にあてはまる
ある程度あてはまる

「
生
活
環
境
」に
つ
い
て

「
地
域
の
人
間
関
係
」に
つ
い
て

「
自
分
ら
し
い
生
き
方
」

多古町の幸福度・地域満足度に関する状況（単数回答）【町民アンケート】
150.5100.050.00.0−50.0−100.0−150.0

−4.4−4.4

−10.2−10.2
−20.2−20.2

−23.7−23.7

−8.0−8.0

−20.7−20.7

−24.9−24.9
−27.8−27.8
−28.2−28.2
−28.3−28.3
−28.4−28.4

−32.5−32.5
−35.1−35.1
−38.0−38.0
−39.9−39.9
−41.0−41.0
−44.2−44.2
−46.7−46.7
−47.6−47.6
−50.8−50.8
−53.2−53.2
−55.4−55.4
−58.5−58.5
−59.5−59.5

−85.5−85.5
−88.0−88.0

−95.5−95.5

−6.8−6.8
−17.7−17.7
−18.6−18.6

−30.8−30.8
−33.9−33.9

−56.4−56.4
−62.9−62.9
−65.0−65.0

−70.1−70.1
−76.5−76.5

−2.9−2.9
−17.5−17.5

−23.0−23.0
−30.6−30.6

−58.4−58.4
−72.5−72.5

−85.5−85.5
−86.6−86.6

−93.4−93.4

95.695.6

89.889.8
79.879.8

76.376.3

92.092.0

79.379.3

75.175.1
72.272.2
71.871.8
71.771.7
71.671.6
67.567.5
64.964.9
62.062.0
60.160.1
59.059.0
55.855.8
53.353.3
52.452.4
49.249.2
46.846.8
44.644.6
41.541.5
40.540.5

14.514.5
12.012.0

4.54.5

93.293.2
82.382.3
81.481.4

69.269.2
66.166.1

43.643.6
37.137.1
35.035.0

29.929.9
23.523.5

97.197.1
82.582.5

77.077.0
69.469.4

41.641.6
27.527.5

14.514.5
13.413.4

6.66.6
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　防災・防犯分野へのICT活用が求められている。また、多古町の基幹産業である農業

を元気にしていくためには、多古米のブランド化や６次産業化が重要と考えられてい

る。町民の声を活かしたまちづくりを今後も進めていくことが重要。

ICT・DXの推進を求める分野（複数回答）【町民アンケート】

35.635.6

37.037.0

防災、防犯防災、防犯

道路、交通道路、交通

医療、健康医療、健康

産業、観光産業、観光

教育、文化・生涯学習教育、文化・生涯学習

福祉、子育て関係福祉、子育て関係

0%0% 20%20%10%10% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60%

17.917.9

42.342.3

28.028.0

48.748.7

その他その他

行政行政 26.826.8

2.82.8

無回答無回答 6.36.3 n=714n=714

多古町の農業を元気にしていくための方策（複数回答）【町民アンケート】

41.341.3
47.947.9

43.343.3
45.045.0

集落営農の推進集落営農の推進

高齢化に対応した出荷体制の構築高齢化に対応した出荷体制の構築

企業的な経営手法の指導や法人化の推進企業的な経営手法の指導や法人化の推進

農業機械や施設の整備・共有化農業機械や施設の整備・共有化

観光と連携した農業の推進観光と連携した農業の推進

食品加工業者等との連携を強化し、
農産物を加工して商品化・生産する仕組み作り

食品加工業者等との連携を強化し、
農産物を加工して商品化・生産する仕組み作り

多古米のブランド化の推進多古米のブランド化の推進

0%0% 20%20% 60%60%40%40%

30.530.5
33.533.5

35.935.9
27.827.8

31.731.7
29.329.3

25.125.1
24.224.2

22.022.0
20.120.1

手立てはない手立てはない 1.31.3
2.42.4

その他その他 3.83.8
5.95.9

無回答無回答 5.25.2
3.83.8

R6（n=714）R6（n=714）
R1（n=796）R1（n=796）
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町民が考える「町の施策の推進」や「将来像の実現」に向けた取組
【町民ワークショップ】

外国人住民の増加
●  言語・言葉の壁を無くす
●  外国人の雇用促進・住宅提供
●  外国人が暮らしやすいまちづくり
●  異文化交流イベントの実施
●  外国人の暮らしを実際に体験してみて理解を深める

●  外国語表記の増加
●  ごみ分別の説明の多言語化
●  外国人が地域の草刈り等に参加
●  異文化相談センターの拡充
●  学校での英語教育の推進
●  宗教等に配慮した飲食店を出す

外国人観光客の増加
●  言語対応の充実
●  交通の利便性の向上
●  外国人のPRの強化
●  宿泊施設の増加
●  観光資源の増加
●  SNSの活用

●  日本独自の体験を提供する
●  観光客向けの農業体験

→高校で実施すると学生ともふれあえる
●  ジャパニーズフードフェスの開催
●  色々な場所で使えるクーポンの発行
●  古民家リノベーション賃貸

高齢化の進行 少子化の進行
●  デマンドタクシーの拡充
●  若い世代と交流できる施設を増やす

→介護施設を併設し、交流で元気を
●  農業などの後継者育成

→現役の方が技術を伝授、体験イベントなど
●  高齢者主体のイベントの実施

●  若い世代が交流できる施設やイベント実施
●  子育てや教育に対する助成
●  町民同士が子育てできる場所の増加
●  若い世代が住みやすい住環境を整える
●  保育士の不足に対応する・夜間保育の充実
●  空港で働く若い人への住宅手当

東京一極集中への対策 デジタル・DX化
●  施設の拡充
●  インフラの拡充
●  おしゃれなカフェ・おしゃれな施設
●  夜も楽しめる施設・自然を活かしたモール
●  バスの本数などを増やす
●  町の道に街灯を増やす

●  教育分野でのICTの拡充
●  電子申請などのオンラインの拡充
●  デジタルディバイドの解消
●  スイッチ1つでタクシーなどが来てくれる
●  安否確認のデジタル化
●  オンライン診察・オンライン処方の拡充

成田空港の機能強化 その他
●  空港直通の交通網を作る
●  空港シャトルバスの他に新交通システムを作る
●  企業誘致に積極的に取り組む
●  新しい名産品があると良い
●  積極的な公共交通の活用

●  お米スイーツ・サツマイモスイーツの開発
●  お試し移住の推進
●  多国語を学ぶイベントを地区で提案
●  電車が欲しい
●  大学を創る
●  移動自治体→トラックに診療機能など
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団体・企業が考える多古町で「今後取り組むべきこと」
【団体・企業ヒアリング】

観光の強化・推進 人を集めるための働く場所・住む場所の確保
●  観光スポットづくり、観光農園の設置
● 観光客誘致、インバウンド誘致
● プロスポーツなどの誘致
● 外部参加型のお祭りやイベントの実施
● 滞在時間を延ばす工夫

●  人が多く集まる商業施設の開拓
●  生活関連インフラの充実
●  企業誘致と住宅開発等
●  空き家増加への対策

福祉の充実、教育の充実 交通利便性の向上
●  高齢者世帯への生活援助
●  子育てにやさしいまちづくり
●  教育の進んだまちに（大学、研究部門企業などの教養

誘致）

●  近隣への交通結節点の設置、空港への交通アクセス 
向上

● 通勤を考慮した公共交通機関の充実
● 収益を見込んだ路線・高速バスの運行

町の魅力増進・発信 連携推進
●  多古米ブランドの再定義化
●  観光PR多古町の魅力発信
●  ふるさと納税の更なる周知

●  住民にスポットをあてた地域づくり・協働
●  企業や関係自治体と連携し、空港を中心としたエア

ポートシティを創りあげる
●  観光としての地域連携

その他
●  様々な取組が実施されているので、現在ある取組をブラッシュアップしていくことも大切

高校が考える「高校生や卒業生に対して必要な支援」
【高校ヒアリング】

就職を希望する高校生へ必要な支援
●  多古町内の企業の説明会や見学会の実施
●  職フェア（地元企業説明会）の充実
●  企業が多古町にあること、スタートアップ企業への援助・支援を継続すること
●  生活費の補助（３年間など定着するまでの補助）

進学・就職で多古町を出た卒業生が戻ってくるために必要な支援
●  車を所持しなくても移動できるように（１～２キロ圏内に商業施設）
●  家賃補助
●  家族や子育てへの支援やイベントの充実

今後のまちづくりへの意見やアイデア
●  路線バスの減便の抑止
●  多古町に来やすい、出かけやすい交通網の整備
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　各種データや町民ニーズからみる課題等を、施策の大綱別にまとめると以下のようになります。課

題解決や期待への対応を図るため、今後も各種政策の推進を図ります。

6. まちづくりへの課題や期待と関連する方向性

圏央道・空港・シティプロモーション

●  空港が所在している強みを活かしたまちづくりが求めら
れている

●  まちづくりの方向性として「空港と共存共栄するまち」
を求める方が45％と約半数

●  企業誘致の推進を図り、働く場所の創出につなげる意見
があがっている

●  高校生の就職支援として「町内に企業があること」とい
う意見があがっている

●  多古町の良さをPRして周知・発信することが重要

［42ページ～45ページ］

空港と共生・共栄する
まちづくり
新たな企業の進出と雇用の場の創出
や、民間事業者等が参入しやすい地域
づくりを目指した取組を進めます。
また、各種媒体を活用し、より積極的な
情報発信を図ります。

子育て・福祉・医療

●  少子高齢化の進行が続いている
●  「医療や福祉が充実した住民にやさしいまち」が求める生

活環境としてトップ
●  「多古町で子育てしたいと思える環境づくり」について満

足度・重要度ともに高い
●  高齢者への援助や、子育てにやさしいまちづくりが求め

られており、Ｕターンにも福祉面の充実が重要という意
見がある

［46ページ～53ページ］

共に支え合う、
みんなにやさしいまちづくり
切れ目ない子育て支援や、各種福祉
サービスの充実を図りつつ、町民同士
の支え合い・助け合いを促進します。
地域医療体制の充実を図るとともに、
医療費助成制度等を継続し、子育て世
代の経済的支援を図ります。

産業振興・交流

●  第１次産業の就業者数が減少している
●  「農業が発展した、自然の恵みにあふれるまち」が求める

まちの産業としてトップ
●  「楽しい時間を過ごせる娯楽がある」「飲食を楽しめる場

所が充実している」と感じる方の割合が低い
●  多古町の周知や魅力向上に取り組み、移住促進に向けた

取組を進めることが重要
●  「やりたい仕事を見つけやすい」「適切な収入を得る機会

がある」と感じる方の割合が低い
●  就職を希望する高校生に対し、町内の働く場の提供やス

タートアップに向けた支援が求められている

［54ページ～63ページ］

活気と賑わいのある
自慢できるまちづくり
デジタル技術等も取り入れつつ、基幹
産業である農業を核とした、地域に活
気と賑わいをもたらす新しい産業振興
を図るため、農業、商工業、そして観光・
交流の促進を進めます。

意見の出典元を各種データ・町民アンケート・ワークショップ・ヒアリングで色分け
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第２章　計画の背景

環境・都市基盤整備・安全

●  「住宅・公共交通などが整備された通勤通学しやすいま
ち」が求めるまちづくりの方向性としてトップ

●  「暮らしの利便性に配慮した公共交通体系の確保」は重要
度が高いが、満足度が低い

●  「公共交通機関で自由に移動できる」と感じる方の割合が
低い

●  若い世代のＵターン支援として、車を所持しなくても移
動できるまちづくりが求められている

●  若い世代が住みやすい住環境や空港で働く若い人への住
宅支援が求められている

●  高校卒業後の定着支援として、住宅支援や家賃補助と
いった居住に関する支援が必要という声がある

●  デジタルを活用した「防災・防犯」の推進が求められてい
る

［64ページ～78ページ］

自然と調和した安全・安心な
まちづくり
町の発展につながる土地利用を推進し
つつ、多古町らしい景観の保全、憩いの
空間づくりに向けた取組を進めます。
また、公共交通等の交通利便性の向上
に向けた取組の推進や、誰もが安全で
快適に生活できる住宅の確保に向けた
取組を推進します。
防災・防犯等を推進し、安全・安心なま
ちづくりを進めます。

教育・文化・人づくり

●  「教育・子育て環境が充実し、子どもが豊かに育つまち」
が求める生活環境として10・20歳代と30・40歳代で
トップ

●  教育に係る費用負担の増加がみられる
●  「教育の進んだまち」を求める声があがっている
●  空港に近いまちとして、グローバルな教育の視点も重要
●  教育分野のデジタル推進が求められている

［80ページ～85ページ］

学びと生きる力を育む
まちづくり

“学びと生きる力を育む教育の町「多
古」”の実現を目指し、グローバル教育
やICTを活用した学びを取り入れた教
育の振興を図ります。
生涯学習や文化・芸術活動への参加促
進を図るとともに、郷土愛の醸成に向
けても取り組みます。

町民参加・生きがい・行財政

●  町からの情報発信に「満足している」割合、町民の声が町
政に「反映されていると思う」割合が増加している

●  町民参画には「依頼されれば協力する」という方が増加
している

●  デジタル推進に向けて、町民からのフィードバックを行
うアイデアがあがっている

●  若い世代の交流する場を求める声がある
●  住民にスポットをあてた地域づくりや協働の視点が求め

られている
●  外国人人口の増加がみられる
●  外国人住民との交流や関わりを持ち、文化や習慣を互い

に理解し、歩み寄ることが重要

［86ページ～94ページ］

みんなが主役のまちづくり
効率的な行政運営、健全な財政運営を
進めるとともに、町政に関する情報提
供、デジタルやICTを活用した情報発
信の充実を図ります。
町民と行政との協働・共創体制の構築
に向けて、誰もが参加できる町民参画
の推進に取り組みます。

意見の出典元を各種データ・町民アンケート・ワークショップ・ヒアリングで色分け


